
【NDMの構造について】
NDMはXML形式のファイルであり、下記構造を成す。

• <header>タグ内にはコメントや作成日を記述
• <body>タグには必ず1つ以上<segment>タグが必要
• <segment>タグの中には<metadata>タグと、<data>
タグを1つ以上記述必要

XML SPECIFICATION FOR NAVIGATION 
DATA MESSAGES
「航法データメッセージ（NDMs）のXML仕様」

【概要】

本推奨規格は、宇宙機の航法データメッセージ（Navigation Data Messages: NDMs）で使用するXMLのスキーマセットを規定している。

<header>
</header>
<body>

<segment>
<metadata>
</metadata>
<data>
</data>

</segment>
</body>
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【内容】

航法データメッセージ（NDMs）には下記5種類のデータメッセージがあり、これらは

XML(Extensible Markup Language) 形式でフォーマット化されている。

本推奨規格は、右記構造等、XMLスキーマセットの内容とレイアウトを規定している。

 ATTITUDE DATA MESSAGES（ADM：姿勢データメッセージ）

ある時刻の姿勢情報を格納する Attitude Parameter Message（APM：姿勢パラメータ）

と、時系列の姿勢情報を格納する Attitude Ephemeris Message（AEM：姿勢暦）から構

成される。

 ORBIT DATA MESSAGES（ODM：軌道データメッセージ）

ある時刻の軌道要素を格納する Orbit Parameter Message（OPM：軌道パラメータ）、

ある時刻の平均軌道要素を格納する Orbit Mean-Elements Message（OMM：平均軌道

要素）、時系列の軌道情報を格納する Orbit Ephemeris Message（OEM：軌道暦）、

及びOPM、OMM、OEMの要素を合わせた追加情報を格納する Orbit Comprehensive 

Message（OCM：軌道総合メッセージ）から構成される。

 TRACKING DATA MESSAGE（TDM：追跡データメッセージ）

ラジオメトリック特性、アップリンク/ダウンリンク周波数、レンジ、ドップラ、アンテナ角等

の追跡データを格納する。

 CONJUNCTION DATA MESSAGE（CDM：接近データメッセージ）

接近する物体の情報、最接近時の時刻、距離、衝突確率等の接近データを格納する。

 RE-ENTRY DATA MESSAGE（RDM：大気圏再突入データメッセージ）

大気圏に再突入する宇宙機の情報、地球への影響や軌道要素、再突入時刻等の大

気圏再突入データを格納する。

各国宇宙機関およびJAXAの動向

海外では、CNES（フランス国立宇宙研究センター）が
NDM（CDM、OMM、OEM、TDM）を採用している。
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